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ヒートポンプを活用した夏季夜間冷房によるハウスミカンの着色促進 

［要約］ハウスミカンにおいて、着色初期から夜間冷房を行うことで着色歩合と果皮ａ値（赤

み）が向上する。現地実証園の結果からは、夜間冷房処理により着色不良による格外

果率が減少するため収益性が向上する。 
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［背景・ねらい］ 

  ハウスミカン栽培では、ヒートポンプ（以下、HP）を 10a 当り３台程度導入すること

で重油使用量が 70％以上削減され、重油価格 72 円／L以上で加温経費が削減されること

が明らかとなっている。しかしながら、HP は暖房未使用期間においても基本料金が発生

するため、夏季に HP の冷房機能を活用した果実着色の促進技術を確立することにより、

HP の利用期間の拡大と導入効果の向上を図る。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．着色歩合１～２分から日最低気温より２～３℃低い温度で夜間冷房を行うことによ

り、収穫期において果実の着色歩合や果皮の赤みを示すａ値が向上する（図１、図２）。 

２．現地実証園において着色１分より51日間の夜間冷房を行うと、着色不良による格外果の

割合は、対照区の44.2％に対して冷房区は9.1％と大幅に減少する。このため単収を４

ｔとし出荷時期別の平均販売単価より試算した粗収益は、冷房処理区で10a当り298千円

増加する（表１）。 

３．現地実証園における 51 日間の冷房経費は基本料金を含め 10a 当り 168 千円であり、 

１日当りでは 3.3 千円である（表２）。 

 

［成果の活用・留意点］ 

１．一日の冷房時間は22:00～4:00の６時間程度で着色促進効果が得られる。また着色歩合

が５～６分以上となって以降の夜間冷房では、果皮色は向上するが着色歩合の向上効果

はみられない。 

２．効率的に夜間冷房を行うためには、ハウス外周被覆フィルムの自動巻き上げ装置が必要

となる。また寒冷紗（遮光率60％程度）被覆により昼間の高温抑制を図っておく。 

３．本成果は果樹試験場内ハウス（面積３ａ）および現地実証園（面積7a）での試験結果か

ら得られたものである。  
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